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令和５年度 札幌市第二かしわ学園事業報告（案）

第１ 基本方針

札幌市第二かしわ学園の運営は、令和５年度より第４期目となりました。新型コロナウイルス感

染症の感染・予防に重点をおいて学園運営を行ってまいりました。今年度は、一日も休園すること

なく学園を開設することができました。また、新型コロナウイルス感染症が５類に移行し利用者や

家族が望んでいる元の活動内容に戻しつつ、感染・予防の対策と両立させながら学園運営に努めて

まいりました。その結果、利用者満足度調査では、総合的満足度１００%の評価をいただきました。

この１４年間で利用者や家族の皆さんが少しずつ歳を重ね、利用者の年齢状況も二極化しており

ます。利用者・家族の加齢に伴い登園できない場面や、家族との生活を続けるために短期入所を利

用して学園を欠席する場合があり、いろいろな人生の選択や、サービス提供について寄り添い考え

させられることが多くありました。また、この数年に入所された利用者も重度の方が多く、利用者

一人ひとりのニーズや特性に応じた支援を行ってまいりましたが、今まで以上に職員の支援力と地

域生活を支えるためのサービス提供が求められてきているのではないかと思われます。

さらに、利用者や家族、地域住民の声を受け止め、札幌市の公共施設としての期待に応えられる

よう、福祉サービスの充実と発展を目指した透明性の高い管理運営に努めました。

第２ 重点事項

１ 虐待防止に向けた取り組み

障がい者の支援は、職員一人ひとりに利用者の尊厳の保持と人権の擁護の姿勢がなければ、よ

り良い支援には繋がらず、虐待は絶対あってはならない行為であることを最重点課題として、虐

待防止委員会を設置し、虐待防止責任者（学園長）の指導の下、虐待防止に努めてまいりました。

虐待防止の取り組みとして、全職員対象に虐待防止のためセルフチェックと面談を実施しまし

た。また、准職員を含めた常勤職員以上に、それぞれ勤務時間帯が違うパート職員に対しても打

ち合わせ等を勤務内に実施し、常勤職員同様の情報提供の機会を増やし共有化に努めました。

年度当初に障害者虐待防止法に関する基本的な理解や、人権尊重の意識の向上を図るため虐待

防止研修（身体拘束等について適正化を図るための研修を含めて）職員全員に実施しました。

身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を設置し、年度当初には身体拘束等につい

て適正化を図るための指針を職員全員に周知徹底しました。札幌市第二かしわ学園「安全を確保

するための身体拘束」を要する利用者の支援マニュアルを定期的に見直し整備をし、研修も（虐

待防止研修とリンクしながら）行いました。

２ 支援体制の充実

地域生活を支援する通所の生活介護事業所として障がいの状況は重度化している上に、年齢を

重ねた利用者が増えてきているため、一人ひとりの状況に対応出来るよう支援体制の充実を図り

ました。

さらに、利用者の人権尊重と利用者本位のサービス提供に努めるとともに、利用者、家族、札

幌市との連携を図り、円滑な事業及び施設運営に努めました。
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「札幌市第二かしわ学園運営協議会」でも、学園運営状況についてご意見をいただき学園運営

に役立てています。

３ 日中活動の充実

生産的・創作的作業活動の機会の提供に加え、班活動、体育活動、レクリエーション活動や利

用者のニーズが高い外出・外食活動等も実施し日中活動の充実に努めました。

また、日常生活を営む上で必要な食事や食後の歯磨き、身辺処理、日々の健康管理、毎月の体

位測定を実施し、健診車によるレントゲン検査を含めた健康診断を行い、嘱託医による内科検診

を実施しました。

さらに、余暇時間を利用してダンスや玉入れ、パズル等の趣味的な援助も行い、生活の張りや

生きがいに通じるよう活動の充実を図りました。

４ 定員の維持

利用者のニーズに即した事業活動の充実を図るとともに、利用者・家族との信頼関係の構築に

努め、利用者の登園率の向上に努めましたが、利用者・家族の加齢に伴い登園できない場面や、

家族との生活を続けるために短期入所を利用して学園を欠席する場合があり、登園率の向上に繋

がりませんでした。

しかし、養護、支援学校卒業生の確保に向けて、実習生の受入れを図るとともに、相談支援事

業所との情報交換を行い、学園利用の希望を持つ家族の問い合わせや施設見学に対して見学対応

を行いました。

５ 研修体制の充実

年間研修計画に基づき、法人の階層別職員研修を含め、施設外研修会の参加と内部研修を積極

的に行い、支援サービスの向上と改善に努めました。

＜施設外派遣研修＞ ＜施設内研修＞

対象職員 件数 参加延べ人数 研 修 名 開催月 参加人数

管理者 ２ ２人 新任職員研修 ４月他 ７人

サビ管 ０ ０人 虐待防止に関する研修 ４月他 ２７人

支援員 １４ １４人 階層別研修 インターネット ２月 １２人

その他 １ １人 虐待防止研修（身体拘束等の研修も含めて） １月 ２８人

事例研修 １月 １３人

感染症対策研修 ３月 ２８人

防災研修 ３月 ２８人

新人職員対象強度行動障害について研修 ２月 ５人

その他（BCP、環境関係、個人情報他） ３月 ５４人

合 計 ２０２人

６ 実施事業

生活介護事業 定員５０名

第３ 利用状況と職員配置

１ 利用者の状況 (令和６年３月３１日現在)
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（１）年齢別構成 （単位：人）

年 齢 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳以上 合 計 平均年齢

男 ０ ２１ ５ １１ ３ ４０ ３３．９

女 ０ ５ ３ ３ １ １２ ３５．３

合 計 ２ ２６ ８ １４ ４ ５２ ３３．２

（２）障がい程度区分 （単位：人）

区 分 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合 計 平均区分

男 ０ ０ ７ １０ ２３ ４０ ５．４０

女 ０ ２ １ ３ ６ １２ ５．０８

合 計 ０ ２ ８ １３ ２９ ５２ ５．３３

（３）療育手帳 （単位：人）

区 分 Ａ Ｂ Ｂ－ 合 計 身障手帳取得者

男 ３７ ３ ０ ４０ １０

女 １０ ２ ０ １２ ２

合 計 ４７ ５ ０ ５２ １２

（４）利用期間 （単位：人）

内 訳 １年未満 １～４年 ５～９年 10~14年 15~19年 20年以上 平均利用期間

男 １ ５ １１ １２ １ １０ １２．３

女 ０ １ ４ ３ ０ ４ １４．８

合計 １ ６ １５ １５ １ １５ １２．５

（５）入退所状況 （単位：人）

契約終了理由

内 訳 新規契約者 契約終了者 他事業所 体調不良 その他

令和５年度 １ １ ０ ０ １

（６）利用者数の状況 （単位：人、日）

内 訳 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

利用者数 858 850 966 813 889 890 849 822 821 798 836 866 10,258人

開所日数 20 20 22 20 22 21 21 20 20 19 19 20 244日

契約者数 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 －

一日平均
42.9 42.5 43.9 40.7 40.4 42.4 40.4 41.1 41.1 42.0 44.0 43.3 42.0人

利用者数

２ 職員の配置状況

（１）運営体制

学園長 副学園長 主 査 支援員

主 査 支援員

主 査 事務員・看護師

管理栄養士
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運転手

（２）職員配置 （単位：人）

職 種 正規職員 准職員 准職員（パート） 合 計

学園長 １ １．０

副学園長 １ １．０

主 査 ２ ２．０

支援員 ８ ６ ５．１ １９．１

看護師 ０．５ ０．５

主査・ 管理栄養士 １ １．０

事務員 １ １．０

運転手 ０．５ ０．５

合 計 １４ ６ ６．１ ２６．１

※常勤換算

第４ 運営方針

１ 日中活動

（１）作業活動

生産的活動は、木製品玩具磨き、ウニ箱底板作り、封筒の丁合作業（元気ジョブより）の外

注作業、アルミ缶を洗って潰すアルミ缶作業と農耕作業、工芸品作りを行いました。木製品玩

具磨きは定期的に受注があり安定しておりました。アルミ缶についてもの回収量は変わらず安

定していたものの単価に変動があり減収となりましたが、アルミ缶作業は利用者の方が多く参

加できるため中心の作業となっております。農作物も学園祭で販売し、売り上げに繋げること

が出来ました。

＜作業収入と工賃（報奨金）＞

作業収入 ３９４，８５８円

工賃支給総額 ３８１，９２０円

１人当たりの年支給額 ８，０９０円

（登園率５０％以上）

（２）レクリエーション活動

ア 全体活動

毎週水曜日に生活レクリエーション活動として学園全体で各種行事を実施しました。

＜季節行事の状況＞

日 時 内 容 場 所 参加人数

５月１０日 お花見 学園敷地内 ４５人

１２月２０日 餅つき大会 学園ホール ４３人

お盆期間と正月期間に週日課を変更して特別日課を組みました。

＜お盆期間特別日課＞

日 時 内 容 参加人数

８月 ８日 カラオケ大会 ３９人

８月 ９日 夏祭りと会食 ４４人

８月１０日 映画会 ４０人
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＜正月期間特別日課＞

日 時 内 容 参加人数

１月 ９日 カラオケ大会 ４４人

１月１０日 新年会と会食 ４８人

１月１１日 映画会 ４４人

＜その他のレクレーション活動の状況＞

内 容 回 数 平均参加人数

映画会 ４回 ３８．５人

カローリング大会 ６回 ４２．６人

スロットボール大会 ３回 ４２．０人

カラオケ大会 ３回 ４４．３人

ボウリング大会 ４回 ４０．０人

ゲーム大会 ５回 ３９．８人

グランドゴルフ大会 ２回 ４３．０人

ダーツ大会 ４回 ４３．０人

球技大会 ３回 ４４．０人

魚つりゲーム大会 ５回 ４２．２人

トリコロキューブ大会 ５回 ４３．０人

合 計 ４４回 ４１．９人

イ 選択外食

９月から１２月の期間実施。８か所の外食場所から１か所を希望選択し、少人数で外食に

出かけました。

＜選択外食の状況＞

行 き 先 回 数 参加人数

カレー店 １回 ４人

ハンバーグ店 ３回 １０人

ラーメン店 １回 ５人

寿司店 ２回 １０人

お好み焼き ２回 ７人

焼き肉 ２回 ８人

とんかつ １回 ３人

中華 １回 ２人

合 計 １３回 ４９人

ウ 選択外出

５月から２月の期間実施。１８か所の外出場所から希望選択し、２か所選択して出かけま

した。

＜選択外出の状況＞

行 き 先 回 数 参加人数

ＪＲタワー １回 ４人

円山動物園 ２回 １１人

藻岩山登山 １回 １人
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藻岩山ロープウェイ ２回 ６人

パークゴルフ ２回 １０人

サンピアザ水族館 ２回 ６人

白い恋人パーク ２回 １０人

そり滑り（札幌ドームゆきひろば） ２回 ８人

札幌ドーム １回 ３人

羊ケ丘展望台 ２回 ６人

大通公園・テレビ塔 １回 ３人

読書の秋（コーチャンフォー） ２回 ４人

クリスマス（ファクトリー） ２回 １０人

市電の旅 １回 ５人

地下鉄 １回 ２人

カラオケ ３回 １１人

合 計 ２７回 １００人

エ 班活動

班ごとで活動を計画し、様々な体験をとおして生活の充実を図りました。外出活動に関し

てはコロナ禍前に戻し、公園散策や工場見学と４年ぶりに小旅行（日帰り入浴）を実施しま

した。

＜各班毎の活動状況＞

活 動 内 容 １班 2班 3班 4班 5班

レクリエーション 26回 25回 23回 26回 27回

アート活動（あらかるアート出展作品制作他） 7回 7回 10回 6回 6回

クッキング活動（お好み焼き、ホットケーキ等） 5回 5回 5回 5回 5回

農耕（じゃがいも、枝豆他） 2回 3回 2回 3回 2回

外出活動（旭山公園、大倉山、月寒公園） 4回 4回 4回 4回 4回

小旅行（日帰り入浴） 1回 1回 1回 1回 1回

全班合同班活動（スポーツ大会、ご苦労さん会） 2回 2回 2回 2回 2回

その他の活動 1回 1回 1回 1回 1回

合 計 48回 48回 48回 48回 48回

（３）体育活動

ア 歩行（期間７月～１１月）

利用者の体力に併せて５グループに分け、各グループの状態にあったコースを選択し、歩

行を行いました。

＜歩行活動の状況＞

コース （距離数） A-1 班 A-2 班 B 班 C 班 D 班

精進河畔公園 １回

平岸霊園内 １周 １９回

平岸霊園内 半周 １９回 ９回

平岸霊園内 近隣休憩所 １４回 １３回

平岸霊園入口往復 １０回 １５回

平岸霊園入口片道 ２８回
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平岸高台公園 ５回

天神山公園 １３回 １４回

合 計 ３３回 ３３回 ３３回 ３３回 ２８回

イ プール活動（期間 ６月～８月）

毎週木曜日、希望者は二グループに分かれて札幌市平岸プールでプール活動を行いました。

プール活動を希望しない方には、室内活動として軽運動やゲーム等を行いました。

＜歩くスキー活動の状況＞

プール実施回数 延べ参加人数 １回平均参加人数

１０回 １１７人 １１．７人

ウ 歩くスキー（期間 １月～３月）

毎週月曜日と金曜日、希望者にちくたくグラウンドと平岸霊園に分かれて歩くスキーを行い

ました。歩くスキーを希望しない方には、室内活動として軽運動やゲーム等を行いました。

＜歩くスキー活動の状況＞

歩くスキー実施回数 延べ参加人数 １回平均参加人数

１４回 ３１７人 ２２．６人

エ 歩くスキー大会及び冬季スポーツ大会

冬季の体育活動として、３月１日にちくたくグラウンドで歩くスキー大会と、室内グループ

は冬季スポーツ大会を実施しました。参加は利用者がどちらかを選択して行いました。

（４）年間行事

楽しみのある行事を通じて広く豊かな経験をすることができました。

＜年間行事の実施状況＞

月 日 行 事 場 所 参加人数

６月２３日 ハイキング サッポロさとらんどで実施。 ４４人

昼食は仕出し弁当と持参弁当選択。

９月 ２日 学園祭 学園内と駐車場で実施。利用者、 ３４人

家族、登録ボランティア、職員の

みで実施。

１０月 ６日 ドライブ旅行 エスコンフィールドの施設内見学。 ４５人

昼食は弁当。

１１月２４日
ダンスパーティー

ホテルモントレ札幌エーデルホフ ４２人
１１月２７日 で、二グループに分かれて実施 。

２ 送迎サービス

家族の負担軽減と利用者の施設利用をしやすくするため、送迎サービスを行いました。送迎サ

ービスは希望者が多く、約８割の利用者が送迎車で通園しました。西岡方面、真駒内方面、白石

駅方面、平岸・中の島方面、中央区・平岸方面、澄川駅・中の島方面の６コースを３台の送迎車

（ハイエース１０人乗り）で送迎しました。

＜送迎サービスの実績＞

月 運行日数 月の乗車数 1日平均乗車数
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４月 ２０日 １，２１２人 ６０．６人

５月 ２０日 １，２３２人 ６１．６人

６月 ２２日 １，３５８人 ６１．７人

７月 ２０日 １，１４４人 ５７．２人

８月 ２２日 １，２７２人 ５７．８人

９月 ２１日 １，１９４人 ５６．９人

１０月 ２１日 １，２２３人 ５８．２人

１１月 ２０日 １，１４４人 ５７．２人

１２月 ２０日 １，１１５人 ５５．８人

１月 １９日 １，０６７人 ５６．２人

２月 １９日 １，０９８人 ５７．８人

３月 ２０日 １，０９２人 ５４．６人

合 計 ２４４日 １４，１５１人 －

平 均 － １，１７９人 ５８．０人

※迎え、送りをそれぞれ１カウントとしています。

３ 給食提供サービス

管理栄養士のもと献立の工夫をするなど利用者の皆さんに喜んでいただけるよう嗜好調査も実

施し給食の提供に努めましたが、家族に対しての給食試食会は中止しました。

なお、給食調理業務は、専門業者に委託しました。

４ 防災・事故防止

（１）防災

自衛消防訓練（総合）を１０月と３月の年２回実施したほか、その他の月には防火・防煙に

対する避難訓練や地震を想定した行動訓練を実施し、防災に対する利用者・職員の意識向上に

努めました。

＜訓練状況＞

実施年月日 実施訓練内容 実施年月日 実施訓練内容

R.５.４.２７ 火災訓練（避難・消火・通報） R.５.１０.２６ 火災訓練（避難・消火・通報）

R５.５.２５ 地震訓練（行動・避難・通報） R.５.１１.３０ 火災訓練（避難・消火・通報）

R.５.６.２９ 火災訓練（避難・消火・通報） R.５.１２.２８ 火災訓練（避難・消火・通報）

R.５.７.２７ 火災訓練（避難・消火・通報） R.６.１.２５ 地震訓練（行動・避難・通報）

R.５.８.２４ 総合訓練 R.６.２.２９ 地震訓練（行動・避難・通報）

R.５.９.２８ 地震訓練（行動・避難・通報） R.６.３.２８ 総合訓練

（２）事故防止

利用者の通院を伴う怪我の発生時や事故等に関して、関係機関への連絡はもとより、事故発

生の検証を行い、全職員でリスクの共通認識を図り、再発防止に努めました。

また、職員会議や朝夕の打合せを通じ、交通事故防止に対する啓蒙を全職員に図りました。

５ 適正な事務執行と省エネ対策の実施

年度計画に基づく適正な事務執行と、ゴミの分別徹底、古紙・アルミ缶のリサイクルなどゴミ

の減量化、節水・節電やコピー用紙の節約など、省エネ対策について職員の理解研修を行うこと
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と札幌市よりエネルギー使用量の見える化を図り、省エネの意識醸成に努めました。

６ 家族との連携について

利用者の豊かな生活と学園運営を円滑に行うため、全体懇談会（３回）と班別懇談会及び給食

試食会（１回）個別懇談会（１回）を開催し、学園運営に対する理解を深めることができました。

また、毎月発行の学園通信で学園の運営状況をタイムリーにお知らせするとともに、日々の個

別の利用者状況は各担当支援員が連絡帳や適時の電話連絡、活動状況の写真配布など、きめ細か

に情報交換を行うなどして連携に努めました。

７ グループホームとの連携について

グループホームを利用している方は６名おります。施設の状況などの情報を共有しながらグル

ープホームの支援員や関係機関との連携・連絡を図り、利用者が安心して通所ができる環境作り

に努めました。

８ 実習生の受け入れ

（１）実習生の受け入れ

大学生や各種学校の実習生の受け入れは、感染症の感染・予防の観点から実施しませんでし

た。

（２）現場実習生の受け入れ

学園に入所希望の生徒に対して進路の参考となるよう、今年度は１校２人を受け入れました。

＜実習生受入状況＞

学 校 名 １年生 ２年生 ３年生 合 計

札幌伏見支援学校 ２人 ０人 ０人 ２人

９ ボランティアの受け入れ

ボランティアは、感染症の感染・予防の観点から学園祭のみの受け入れを行いました。

＜ボランティア受入状況＞

活 動 内 容 場 所 月 日 延べ人数

学園祭 学園前駐車場 ９月２日 ５人

１０ 苦情解決

第三者委員や苦情解決責任者（学園長）、苦情受付担当者（副学園長）を設け、苦情・要望の

適切な受け付けを図りました。令和５年度は、受付した苦情はありませんでした。

１１ 感染症対策

利用者、職員の体調管理（検温等）及び建物等の消毒、定期的な換気を行い感染予防に取り

組みました。




























































































